






要約:妊娠 35 週 5 日で羊水過多症から胎児の腸閉鎖が超音波検査により発見され,妊娠 36

週 0 日で空腸閉鎖+腹腔内嚢胞様像が出生前診断されていた。最終的には妊娠 36週 5 日目

の出生直後の手術で,空腸閉鎖,閉鎖上位拡張部の軸捻転絞扼穿孔による胎便性腹膜炎のた

め空腸瘻・回腸瘻造設による多期手術となったこの症例は,上記嚢胞様像(軸捻転した閉鎖

上位拡張部)の変化の様子からみて,妊娠 36 週 0 日の時点で計画分娩し,手術をおこなって

いれば,一期吻合が可能と考えられた。 


